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持
座
、

郷
士
所
有
地
に
於
る
小
作
関
係
に
つ
い
て

け 序

ー
—
大
隅
国
鹿
屋
郷
野

田

家

「
封
建
制
の
極
北
」
と
云
わ
れ
る
薩
摩
藩
の
封
建
支
配
体
制
は
特
異
な
農
民
統
治
組

織
た
る
門
割
制
度
と
共
に
哀
大
な
在
郷
家
臣
団
の
存
在
に
依
つ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
。

郷
士
の
存
在
は
藩
の
社
会
構
造
、
権
力
構
造
の
理
解
に
つ
い
て
の
多
く
の
問
題
を
含
ん

で
居
り
、
殊
に
同
藩
に
於
け
る
地
屯
制
の
成
立
展
開
に
関
し
て
郷
士
地
主
の
存
在
は
決

定
的
な
重
要
性
を
有
す
る
。
而
し
て
幕
末
維
新
期
に
所
謂
西
南
雄
藩
の
一
っ
と
し
て
少

な
か
ら
ぬ
動
き
を
示
し
た
同
藩
幕
末
期
の
社
会
経
済
状
勢
の
理
解
は
、
同
じ
く
洒
南
雄

藩
の
一
っ
た
る
長
州
藩
に
比
し
て
甚
だ
お
く
れ
た
状
態
に
あ
る
。
本
稿
で
は
、
郷
士
の

所
有
地
に
成
立
し
た
小
作
関
係
に
つ
い
て
、
そ
の
一
端
を
窺
う
事
と
し
た
。

(
l
)
 

歯
藩
郷
士
の
封
建
家
臣
と
し
て
の
家
格
は
大
番
格
で
あ
り
、
藩
の
制
度
上
は
郷
士
層

内
部
に
家
格
の
上
下
は
存
在
し
な
い
。
し
か
し
現
存
す
る
諸
郷
士
高
帳
に
於
て
は
、
高

一
ケ
所
座
、
無
屋
敷
座
の
区
別
が
存
在
し
、
高
持
郷
士
、
一
ケ
所
郷
士
（
屋
敷

の
み
を
有
し
、
知
行
高
を
有
せ
ざ
る
も
の
）
、
無
屋
敷
郷
士
（
無
屋
敷
と
は
藩
主
よ
り

午
リ
ア
ケ

賜
り
、
且
つ
屋
敷
帳
所
載
の
屋
敷
を
有
せ
ず
の
意
。
自
身
に
て
切
明
し
た
る
切
明
屋
敷
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一持凶 第
一
表
宝
暦
三
年
川
辺
衆
中
高
帳
に
依
る
順
位
比
較
表

27
証

瓦

n
3
4
n

な
る
。

一
例
を
示
す
な
ら
ば
次
表
の
如
く
で
あ
る
。

(
2
)
 

は
無
屋
敷
郷
士
と
云
え
ど
も
有
す
る
）
の
一
二
階
層
が
あ
っ
た
事
を
示
し
て
居
る
。
而
し

て
、
各
座
内
部
に
於
て
も
、

の
家
格
序
列
を
反
映
し
て
お
り
、
近
世
初
期
に
於
て
は
、
家
格
序
列
と
持
高
序
列
は
一

(

8

)

 

致
し
た
関
係
に
あ
り
、
且
つ
家
格
序
列
内
の
地
位
は
近
世
を
通
じ
て
固
定
し
て
い
た
。

売
却
、 然
る
に
、
薩
藩
に
於
て
は
、
家
臣
団
の
知
行
高
は
家
格
に
依
る
一
定
の
制
限
内
で
は

買
入
の
処
分
は
自
由
で
あ
っ
た
か
ら
、
近
世
後
期
の
郷
士
高
帳
に
於
て
は
、

近
世
初
期
の
そ
れ
に
見
ら
れ
る
如
き
家
格
序
列
と
持
高
序
列
と
の
一
致
は
見
ら
れ
な
く
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凶
は
高
帳
記
載
順
位
圏
は
持
高
順
位
、
高
持
士
総
数
百
九
八
人
、
鹿
児
島
県
川
辺
郡
川
辺
町

町
立
図
書
館
蔵
宝
―
―
一
年
「
川
辺
衆
中
高
帳
」
よ
り
作
製

右
表
に
於
て
家
格
と
持
高
の
一
致
は
存
在
し
な
い
。
す
で
に
持
高
順
位
の
第
一
位
は
、

記
載
順
位
二
十
位
以
下
に
移
降
し
て
い
る
。
か
か
る
変
化
を
生
じ
た
制
度
的
原
因
は
、

上
記
の
如
く
で
あ
る
が
、
郷
士
層
内
部
に
於
け
る
こ
の
よ
う
な
階
層
秩
序
の
乱
れ
に
つ

一
定
の
記
載
順
位
が
見
ら
れ
、
こ
の
順
位
は
郷
上
層
内
部

の

湯

合

ー

ー

郷
士
所
有
地
に
於
け
る
小
作
関
係
に
つ
い
て

桑

波

田

ooハ



ド
表
中
に
粟
、
銭
の
贔
で
示
し
た
項
は
、
取
納
帳
に
取
納
粟
及
び
取
納
銭
の
額
と
耕

地
所
在
の
小
字
名
の
み
を
示
し
て
地
積
の
記
載
が
な
い
も
の
で
あ
っ
て
万
支
配
地
及
び

抱
地
双
方
と
も
に
含
ま
れ
て
い
る
筈
で
あ
る
。
小
作
地
の
殆
ん
ど
が
畑
で
あ
る
の
は
鹿

喉
郷
の
地
理
的
自
然
的
条
件
に
依
る
も
の
で
あ
っ
て
、
野
田
家
の
持
高
も
殆
ん
ど
が

ボ
す
れ
ば
次
表
の
如
く
で
あ
る
。

は
例
年
二

0
％
に
満
た
な
い
の
で
あ
っ
て
割
合
に
安
定

し
た
数
字
を
示
し
て
い
る
。

犬
保
十
三
年
と
嘉
永
三
年
の
小
作
人
身
分
別
構
成
は
野
田
家
作
人
中
の
主
要
な
労
仇

駕
す
る
に
ポ
る
の
で
あ
る
。
郷
士
、
野
町
々
人
作
人
数

は
五
五
．
―
―
-
％
と
な
り
、
数
的
に
も
農
民
作
人
数
を
凌

枇
じ
所
有
地
に
於
る
小
作
閲
係
に
つ
い
て

(
5
)
 

い
て
は
他
に
抱
地
開
発
の
盛
行
と
．
ム
う
現
象
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
勿
論
城
下

士
と
云
え
ど
も
、

抱
地
高
を
有
し
、

そ
れ
が
知
行
高
の
内
に
加
え
ら
れ
売
買
さ
れ
る
事

(
6
)
 

は
郷
士
と
何
等
変
り
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
居
住
地
域
の
関
係
か
ら
抱
地
関
発
の
主
要

な
遂
行
者
は
郷
士
で
あ
っ
た
。
殊
に
そ
れ
は
享
保
以
降
に
於
て
著
し
か
っ
た
事
は
「
諸

(
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)
 

郷
栄
労
謁
」
に
指
摘
す
る
如
く
で
あ
る
。
第
一
表
に
見
ら
れ
る
郷
士
持
高
と
家
格
の
不

一
致
は
、
封
建
家
臣
団
の
経
済
的
窮
迫
と
云
う
近
間
封
建
社
会
に
一
般
的
な
現
象
を
も

ポ
し
て
い
る
が
、
同
時
に
抱
地
閲
発
の
成
行
の
波
に
の
つ
て
産
を
な
し
た
も
の
の
存
在

(
8
)
 

本
稿
の
対
象
で
あ
る
野
田
家
（
大
間
国
鹿
屋
郷
々
卜
）
は
抱
地
の
集
秘
に
依
つ
て
、

無
旱
敷
郷
卜
か
ら
上
級
高
持
郷
士
に
上
昇
し
得
た
洋
保
以
降
の
新
興
郷
士
の
―
つ
で
あ

つ
て
、
そ
の
存
在
は
利
貸
的
機
能
、
肥
料
麻
人
的
機
能
を
北
ね
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
野
田
家
の
集
禎
地
に
成
立
し
た
小
作
関
係
に
於
て
作
人
及

び
、
小
作
料
に
つ
い
て
以
下
杵

rの
考
察
を
加
え
る
。

文
政
三
年
御
吟
~
人
迄
取
入
高
五
十
三
石
余
（
ロ
ー
ニ
十
三
町
余
）
の
抱
地
で
あ
る
。
こ
れ

と
文
政
三
年
以
降
の
取
入
高
の
他
、
質
地
、
永
作
貼
、
大
山
野
噸
等
か
ら
成
る
万
支
配

地
と
で
小
作
地
は
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
面
積
を
判
明
し
て
い
る
年
度
に
つ
い
て
人

い
減
少
を
示
す
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
作
人
総
数
の
増
加
と
減
少

(
1
3
)
 

は
、
笠
野
原
朝
鮮
人
と
農
民
の
両
者
に
依

こ
れ
に
比
し
て
笠
野
原
朝

鮮
人
の
場
合
は
一
貰
し
た
増
加
の
傾
向
を
示
し
て
い

る
。
そ
の
比
率
は
大
保
四
年
に
一
三
・
九
形
、
同
六
年

一
六
・
七
％
、
同
十
一
一
一
年
二
九
・
ニ
％
、
飴
永
三
年
に

(
1
0
)
 

野
田
家
の
持
高
は
、
器
末
嘉
永
．
几
年
に
百
石
を
超
え
る
が
、
そ
の
主
要
構
成
部
分
は

全
体
に
対
す
る
比
率
の
点
で
も
（
三
0
•
五
党
）
著
し

（二）

を
保
つ
て
い
る
が
、
嘉
永
三
年
に
ボ
つ
て
数
的
に
も
、

ニ
・
六
形
）
と
し
、
天
保
十
三
年
ま
で
は
五
十
形
以
上

第疇小作人身分別構成表
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第二表

も
ボ
し
て
い
る
。
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る
虞
民
の
比
率
は
犬
保
四
年
を
最
高
（
七

つ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
総
作
人
中
に
於
け

年
の
規
模
以
下
に
ま
で
縮
小
し
て
い
る
。

年
を
最
高
と
し
て
嘉
永
三
年
に
ぱ
犬
保
初

が
、
総
人
員
に
つ
い
て
云
え
ば
、
天
保
末

作
人
を
身
分
別
に
染
計
し
た
も
の
で
あ
る

第
三
表
は
現
存
す
る
取
納
帳
に
現
れ
る

る。 は
、
そ
の
大
部
分
が
笠
野
原
台
地
上
に
あ

畑
高
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
畑
地
の
所
在

，ハ
i

口



郷
士
所
有
地
に
於
る
小
作
関
係
に
つ
い
て

力
が
一
般
農
民
か
ら
鮮
人
に
転
移
し
た
事
を
示
し
て
い
る
。
鮮
人
が
小
作
関
係
に
入
り

込
み
や
す
い
状
態
に
あ
る
事
は
彼
等
が

い
門
農
民
の
如
く
封
建
的
牧
奪
の
直
接
的
対
象
で
な
い
事
。

仰
従
つ
て
、
そ
れ
に
対
す
る
封
建
的
諸
制
限
も
比
較
的
ゆ
る
や
か
で
あ
る
事

伺
鮮
人
に
対
す
る
給
付
は
或
程
度
の
免
地
の
附
与
に
止
ま
る
事

佑
而
し
て
、
直
接
的
封
建
的
牧
奪
の
対
象
た
り
得
な
い
も
の
4

家
部
で
は
藩
当
屈
に
於
て
は
成

可
固
定
せ
ん
と
し
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
無
家
部
無
免
地
の
過
剰
人
口
が
存
在
し
た
で
あ
ろ
う

事。

等
に
依
つ
て
容
易
に
推
察
さ
れ
る
。
か
か
る
状
態
に
あ
る
鮮
人
の
中
の
少
数
の
も
の
が
、

野
田
家
と
の
問
に
金
穀
貸
借
、
質
地
出
↓
質
地
小
作
関
係
を
成
立
せ
し
め
る
な
ら
、
そ

れ
を
契
機
と
し
て
多
数
の
者
が
単
純
な
小
作
関
係
に
入
り
込
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

れ
に
対
し
て
農
民
作
人
の
急
激
な
減
少
の
原
因
が
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

欠
く
の
で
あ
る
が
、

く
、
後
者
は
少
い
と
云
う
点
も
指
摘
で
き
る
が
、

ここ

れ
は
門
農
民
の
経
済
状
態
の
変
化
に
基
く
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
弘
化
、
嘉
永

年
代
に
於
て
も
、
農
民
保
有
地
の
質
入
は
依
然
と
し
て
存
在
し
て
居
り
、
又
万
覚
帳
等

の
記
事
も
農
民
の
経
済
状
態
の
急
激
な
変
化
は
反
映
し
て
い
な
い
。
門
農
民
の
慢
性
的

な
窮
乏
が
一
朝
に
し
て
解
決
さ
れ
る
も
の
で
な
い
と
す
れ
ば
、
野
田
家
及
び
、
農
民
双

方
に
と
つ
て
小
作
関
係
の
存
続
に
不
都
合
な
事
情
が
急
激
に
発
生
し
た
も
の
と
み
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
野
田
家
の
下
人
に
関
し
て
天
保
末

l
嘉
永
期
に

生
じ
た
変
化
は
示
唆
的
で
あ
あ
る
。
史
料
遺
存
の
状
況
か
ら
弘
化
年
間
の
デ
ー
タ
ー
を

そ
れ
で
も
第
四
表
に
示
す
如
き
顕
著
な
変
化
が
現
れ
て
い
る
。

下
表
に
依
つ
て
、
天
保
年
間
の
下
人
と
嘉
永
年
間
の
そ
れ
と
は
そ
の
数
が
前
者
は
多

そ
れ
よ
り
も
給
銀
の
取
極
め
に
際
し

て
前
者
に
於
て
は
「
諸
出
分
」
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
に
反
し
て
、
後
者
で
は
全
く

そ
れ
が
見
ら
れ
な
い
と
云
う
点
が
両
者
間
に
於
け
る
重
要
な
相
異
と
な
っ
て
い
る
。

「
諸
出
分
」
の
一
例
（
天
保
七
年
ガ
覚
帳
内
の
堂
添
之
袴
太
郎
に
閲
す
る
部
分
）
を
示

第四表 下 人 構 成 表

_ I 下人名 I 屈 傭 条 件

中名村東別府之名—f 年中給分f銭拾壱／文呉候而衣類等者給分之内£調筈究置諸出分之
三太郎 儀者此方ふ志之事 ... 
------ • -- -

上名村之 年中給分f銭拾五f文呉買衣類並諸出分等給分之内を以差出筈究況
1 次郎 候 ... 
I -•----—---·—-· •- - 一．． ．ー・ ー・ ・

i 下名村堂添之 1 年中給分／八分八0L百文呉候而衣類並諸出分等者給分ん差出筈尤
1 善太郎 、とJ1二ひま一日ヅツ ・・・
i ---------——-------------—-----—-—--•---上名村畑中門名—f•1年中給訂銭拾五f文呉候衣類並諸出分等者給分之内力差出筈究悦

仲之丞 ！ 候事 ... 
-i―- - ---― I―-------＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿-- -------
上名村上別府之名子・ 1 給分壱ケ年二拾貫及：呉候而日閻二日諸出分迄出呉筈也衣類等此方無
平八 ＇構 ．．． 

—-- - ---••一—----1 - -------

中名村和田之 年中給分拾弐貫文呉侯而衣類等ハ給分之内力求筈諸出分ハ此方か差
1 出筈究置候 ・・・利助

中名村平屋敷之 給分壱ケ年拾弐貫文呉候而衣類ハ給分之内力求筈也諸出分ハ此方¢
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I 年中給分として廿四貫文呉候

I日屈右橋□
小次郎

歴 谷村之＋ 1 金次郎
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年
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年
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申拾二月二十九日力此方江仕事二参候

衣類扶持二而召仕候，右金次郎当年拾六才

年二拾五貫衣類之儀者此方力作呉候



「
未
二
月
廿
六
日

一
、
銭
壱
貫
文

夫
掛
出
分
並
諸
出
分
之
由

申
四
月
十
四
日

一
、
銭
四
百
文

御
馬
追
仕
分
之
巾

申
七
月
一
日

一
、
銭
弐
百
文

諸
出
分
之
由

七
月
十
日

一
、
銭
壱
貫
文

親
方
諸
出
分
労
々
入
用
之
由

八
月
十
七
日

一
、
銭
六
百
文

「
諸
出
分
」
と
は
、
村
入
用
負
担
分
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
か
か
る
負
担
を
負
う

善
太
郎
は
一
般
的
に
表
現
す
れ
ば
転
落
本
百
姓
で
あ
る
。
彼
は
堂
添
門
の
構
成
員
で
あ

a) 

り
、
現
用
夫
で
あ
る
。
そ
の
労
仇
力
は
門
地
以
外
の
場
に
於
て
使
用
せ
ら
れ
て
は
な
ら

な
い
筈
で
あ
る
。
天
保
年
間
の
野
田
家
の
下
人
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
筈
の
も
の
の
み

に
依
つ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
嘉
永
年
間
の
下
人
は
、
笠
野

原
鮮
人
で
あ
り
、
年
少
者
で
あ
り
、
門
農
民
で
あ
っ
て
も
日
雇
の
形
態
を
と
つ
て
い

る
。
而
し
て
、
こ
こ
で
は
「
諸
出
分
」
に
関
す
る
配
慮
は
全
く
必
要
が
な
い
。
即
ち
、

封
建
的
収
奪
の
直
接
的
対
象
で
な
い
も
の
か
、
又
は
そ
の
対
象
た
り
得
な
い
も
の
で
あ

り
、
或
は
門
地
の
経
営
か
ら
離
脱
し
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。
下
人
構
成
に
於
け
る
こ

の
よ
う
な
変
化
は
、
小
作
人
身
分
別
構
成
に
現
れ
た
変
化
と
無
関
係
で
は
な
い
と
考
え

ら
れ
る
。
即
ち
、
こ
れ
ら
の
変
化
は
門
農
民
の
労
仇
力
を
門
地
以
外
の
場
に
於
て
使
用

（
善
太
郎
）

右
者
人
馬
立
方
出
分
並
山
巻
へ
太
郎
中
西
之
金
へ
頼
人
貨
分
払
之
由
」

す
な
ら
ば 郷
士
有
所
地
に
於
る
小
作
関
係
に
つ
い
て

A
「
笠
野
原
山
畑
弐
反
四
畝
弐
歩

大
豆
壱
俵
三
升
丘
合

を
も
っ
た
の
で
あ
る
。

新
左
衛
門

す
る
事
に
対
す
る
強
力
な
阻
止
力
が
仇
い
て
い
る
事
を
示
し
て
い
る
。
野
田
家
に
於
け
＇

る
か
か
る
変
化
と
時
期
を
同
じ
う
し
て
薩
藩
で
は
弛
緩
し
た
門
体
制
再
建
の
為
に
逃
散

農
民
の
引
戻
策
を
行
っ
た
事
が
知
ら
れ
て
い
る
。
西
郷
隆
盛
の
「
農
政
に
関
す
る
上

「
御
国
之
程
農
政
乱
れ
た
る
所
決
而
有
御
座
間
敷
如
何
し
て
百
姓
の
伸
立
候
期
可
有
御
座
哉
離
散

•••••••••••••••••••• 

仕
外
無
御
座
逃
他
領
江
在
付
居
候
者
幾
千
人
拾
余
年
計
跡
二
茂
五
百
人
余
無
理
二
御
引
戻
相
成
牛

s
傍
点
筆
者
）

•••••••••••••••••••••••• 
馬
農
具
迄
下
候
得
共
居
止
候
者
相
少
悉
く
逃
去
候
儀
二
御
座
候
」

と
あ
り
「
上
書
」
の
書
か
れ
た
安
政
三
年
か
ら
「
十
余
年
跡
」
即
ち
弘
化
二
、
三
年
頃

に
他
領
へ
逃
散
し
た
門
農
民
の
強
制
引
戻
が
行
わ
れ
た
事
と
薩
溜
農
村
荒
廃
の
状
態
と

を
述
べ
て
い
る
。
か
か
る
政
策
の
目
的
は
門
地
外
に
流
出
し
た
労
仇
力
の
門
地
へ
の
再

緊
縛
で
あ
る
事
は
明
白
で
あ
っ
て
、
我
々
は
、
野
田
家
の
小
作
人
、
下
人
に
現
れ
た
上

述
の
変
化
も
右
の
よ
う
な
目
的
を
持
っ
た
政
策
の
影
響
で
は
な
か
ろ
う
か
と
云
う
疑
問

こ
れ
ら
の
措
置
の
と
ら
れ
た
弘
化
年
代
初
頭
は
、
調
所
、
海
老
原
等
に
依
つ
て
主
導

さ
れ
た
天
保
改
革
の
進
行
中
に
当
つ
て
居
り
、
改
革
事
業
の
一
環
と
し
て
門
体
制
の
再

建
整
備
の
措
置
が
と
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
天
保
改

革
の
中
心
人
物
で
あ
り
、
特
に
農
政
に
深
い
関
心
を
有
し
て
い
た
海
老
原
の
手
記
等
を

検
し
て
も
、
改
革
中
に
と
ら
れ
た
農
政
に
関
す
る
政
策
は
、
農
業
技
術
導
入
、
逃
散
農

民
引
戻
、
定
免
制
の
確
立
、
耕
作
に
対
す
る
直
接
監
督
の
強
化
等
で
あ
っ
て
、
野
田
家

の
小
作
人
身
分
別
構
成
、
下
人
構
成
に
現
れ
た
変
化
を
説
明
し
得
る
如
き
政
策
が
全
藩

(

1

6

)

 

的
規
模
に
於
て
行
わ
れ
た
形
跡
は
な
い
c

野
田
家
の
諸
帳
簿
中
に
於
て
確
実
に
天
保
改

(
1
7
)
 

革
中
の
政
策
の
影
饗
と
認
め
得
る
の
は
、
以
下
に
示
す
如
き
記
事
で
あ
る
。
即
ち
、

書
」
に
依
れ
ば
、

．ヽ
ュ
／



郷
士
所
有
地
に
於
る
小
什
関
倅
に
つ
い
て

111畑
町
い
卯
式
反
心
畝
十
八
歩

大
豆
三
斗
四
升
八
合

高
を
二
斗
六
升
四
タ
一
玉
1

右
者
天
保
卜
四
年
卯
閏
几
月
永
伏
相
晶
取
証
文
打
外
二
茂
ニ
グ
所
利
分
/
受
取
居
候
弘
化
二
年
巳

二
月
百
姓
受
地
之
儀
名
相
込
侯
椋
般
仰
疫
都
而
相
返
し
憐
候
得
共
永
作
地
之
儀
者
何
ぞ
文
無
之
段

受
持
郡
奉
行
衆
よ
り
承
知
之
段
況
上
年
斉
衆
必
被
仰
渡
利
分
之
儀
者
相
也
適
候
通
二
而
宜
敷
候
得

共
右
壱
ケ
所
之
儀
者
永
作
地
二
而
永
代
之
事
候
二
付
此
方
必
支
配
い
た
す
段
逹
置
（
後
略
）
」

右
の
如
く
百
姓
受
地
ー
門
地
に
し
て
質
地
或
は
、
永
代
買
取
地
と
な
っ
た
土
地
を
藩
庁

「
相
返
廿
」
と
上
曰
人
が
あ
り

Ji
消
さ
れ
た
七
地
を
列
学
す
れ
ば
火
の
如
く
で
あ
る
。

山
畑
弐
反
余

但
む
枚
ハ
八
叫
余
一
枯
ハ
反
余

此
壱
行
御
趣
訟
二
付
巳
二
月
八
日
直
二
相
と
候
也
」

C
「
藤
六
原
高
山
通
追
添

永
作
畑
弐
反
耗
畦
程

川
沐
之
上
紅
花
之
段

永
作
畑
三
反
御
趣
認
二
付
口

藤
六
原

永
作
畑
壱
反

~
 

~
 

相
返
快

（
中
略
）
此
場
吉
田
'
/
]
名
嗅
巾
戯
力
ヘ
担
返
し
散
候
得
共
永
作
地
之
低
名
梵
文
加
之
段
其
後
郷
上

年
寄
衆
方
ふ
承
候
二
付
本
之
通
此
方
汐
文
紀
い
た
す
段
（
後
略
）
」

御
納
戸
永
作
下
々
田
二
間
叶
―
十
三
歩

赤
籾
八
升

同
所
頭
古
荒
当
分
水
神
免

D
「
古
川

B
「
中
名
村
之
内
加
石
塚

下
名
村
野
添
之
茂
右
衛
門

同

人

ー

、

旧

）

下
名
村
古
田
之源
助

中
名
村
ド
曽
出
之権
太
見

か
ら
の
布
逹
に
よ
っ
て
返
却
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

万
支
配
地
名
寄
帳
中
に
於
て

血
布
衛
門

民
の
労
仇
力
に
関
す
る
規
定
は
含
ん
で
い
な
い
。

ごヽ、ーノ
i
 

「
上
書
」
に
見
ら
れ
た
逃
散
農
民
引

田

壱

畦

入

歩

御
趣
政
二
付
巳
二
J
l
|
1
1
と
杖
一

E

「
ド
名
村
之
内
中
綺

右
の
諸
例
に
於
る
質
地
の
取
扱
は
一
様
で
な
い
。

A
及
び

C
は
永
作
地
で
あ
る
と
の
理

由
に
依
つ
て
一
度
返
し
た
も
の
を
再
び
自
己
の
支
配
地
に
取
入
れ
て
い
る
。
し
か
し

D

及
び

E
は
永
作
地
或
は
大
山
野
地
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
相
返
し
て
い
る
。
明
ら
か

に
門
地
と
思
は
れ
る
も
の
は

B
の
み
で
あ
る
。
結
局
「
御
趣
意
二
付
」
百
姓
へ
返
し
た

土
地
は
田
壱
畝
二
十
五
歩
、
畑
四
反
余
で
あ
る
。
こ
の
や
う
な
農
民
質
地
士
へ
の
上
地

の
返
却
は
次
の
「
達
」
が
実
行
せ
ら
れ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
即
ち
、

「
一
、
石
姓
江
銭
貸
付
質
坦
を
請
取
居
者
ハ
ロ
！
々
可
柏
私
事

一、テ
11
姓
極
貧
者
へ
貸
付
之
銭
元
金
時
節
二
請
取
候
様
尤
今
ガ
利
銭
休
之
顧
申
出
候
様
被
仰
渡

候
二
付
罷
出
断
申
仮
ハ
可
承
洲
事

但
世
帯
方
相
応
之
者
何
ぞ
繰
替
候
為
借
入
候
者
ハ
是
迄
之
通
其
利
可
首
尾
合
事
当
＿
―
-
月
迄

ハ
是
迄
通
一
割
」
ハ
分
以
後
ハ
一
割
利
付
候
事

一
、
で
日
姓
江
此
以
後
銭
貸
付
一
割
二
而
貸
付
候
事

一
、
掛
銭
一
往
差
留
候
事

但
祁
士
町
人
寺
門
前
之
儀
者
御
構
限
之
事
」

右
の
逹
の
主
な
る
目
的
は
、
郷
士
の
高
利
貸
活
動
の
制
限
で
あ
っ
て
、
百
如
よ
り
の
質

地
受
取
禁
止
と
利
率
の
制
限
及
び
百
姓
の
掛
銭
（
摸
合
）
禁
止
を
内
容
と
し
直
接
門
農

戻
と
、
高
利
貸
行
為
制
限
、
胞
民
保
有
地
に
対
す
る
保
護
を
内
容
と
す
る
右
の
「
逹
」

が
天
保
改
革
の
一
環
で
あ
る
と
し
て
も
、

こ
れ
ら
の
政
策
と
同
時
に
鹿
屋
郷
に
於
て
、

弘
化
年
代
初
頭
に
検
地
門
割
が
行
は
れ
た
と
考
へ
な
け
れ
ば
、
野
田
家
に
於
る
小
作
人

身
分
別
構
成
及
び
、
下
人
構
成
に
生
じ
た
変
化
は
説
明
し
得
な
い
。
検
地
門
割
の
意
味

大
山
野
地
二
反

但
茶
菌
相
付
巳
二
月
九
日
相
込
似
」

下
名
村
田
井
村
之
名
子

源

蔵

同

｝、



倖）

得
た
も
の
と
見
る
市
が
出
来
る
。

野
田
家
対
農
民
間
に
自
生
的
に
発
生
し
た
原
因
に
よ
る
も
の
で
な

結
果
の
数
字
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

す
る
所
は
、
過
車
な
天
役
及
び
頁
祖
負
担
、
郷
土
の
高
利
貸
行
為
に
依
る
収
奪
等
に
依

つ
て
荒
瘍
弛
緩
し
た
農
業
生
腔
体
で
あ
る
「
門
」
の
再
建
整
備
で
あ
り
、
労
仇
力
の

面
に
於
て
見
る
な
ら
ば
、
門
地
外
に
流
出
し
た
労
幼
力
が
再
び
門
地
に
緊
縛
せ
ん
と
す

る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

配
（
享
保
七
年
）
を
以
て
最
後
と
す
る
が
、

薩
藩
に
於
る
全
藩
的
な
検
地
門
割
は
半
保
大
御
又

一
郷
又
は
数
郷
に
互
る
局
部
的
検
地
門
割
は

必
要
に
応
じ
て
し
ば
し
ば
行
は
れ
た
所
で
あ
っ
て
、
も
し
「
達
」
の
実
行
と
同
時
に
局

部
的
検
地
門
割
が
行
は
れ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
野
田
家
の
小
作
関
係
に
於
て
見
た
門
農

民
に
関
す
る
変
化
を
以
て
直
に
犬
保
改
革
の
影
響
と
す
る
事
は
妥
当
で
な
い
の
で
あ
る

が
、
鹿
屋
郷
御
仮
屋
文
害
が
全
て
亡
失
し
て
い
る
今
日
弘
化
年
代
初
頭
に
鹿
屋
地
方
に

於
て
検
地
門
割
が
行
は
れ
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
全
く
知
る
事
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
野
田
家
の
小
作
関
係
に
生
じ
た
変
化
の
原
因
が
い
ず
れ
に
あ
る
に
せ

よ
、
強
力
な
藩
枷
力
の
作
用
が
及
ん
で
い
る
事
に
変
り
な
い
の
で
あ
っ
て
、
嘉
永
三
年

の
三
十
七
名
と
云
ふ
一
般
農
民
小
作
人
の
数
は
、
弘
化
初
年
以
来
漸
次
増
加
し
て
来
た

小
作
人
身
分
別
構
成
に
現
れ
た
主
要
労
仇
力
の
転
移
（
一
般
農
民
か
ら
笠
野
原
鮮
人

へ
）
の
原
因
を
、

く
、
藩
権
力
の
圧
力
の
結
果
と
す
る
な
ら
ば
、
同
家
の
所
有
地
に
於
て
成
立
し
た
小
作

関
係
は
そ
の
労
仇
力
を
封
建
的
統
制
の
弱
い
領
域
に
求
め
る
事
に
依
つ
て
漸
く
存
続
し

小
作
料
の
形
態
は
粟
の
現
物
納
を
最
大
と
し
、
小
作
料
各
形
態
の
中
で
銭
納
部
分
及

び
、
米
納
部
分
は
年
度
が
降
る
程
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
が
、
粟
現
物
納
部
分
よ
り
大

（
＂
）
 

と
な
る
事
は
な
い
C

郷
土
有
所
地
に
於
る
小
作
関
係
に
つ
い
て

る
か
に
つ
い
て
の
手
懸
を
仔
へ
る
。
即
ち
、

の
何
先
に
当
る
か
は
全
く
知
る
事
を
得
な
い
が
、

「
万
支
配
地
名
寄
帳
」
に
記
さ
れ
た

表
に
依
つ
て
、

一
畝
当
り
一
・
七
升
ー
ニ
升
二
合
を
取
納
す
る
土
地
が
全
体
の
七
十

準
は
な
い
。
同
家
の
小
作
地
の
中
で
最
も
主
要
な
部
分
で
あ
る
と
こ
ろ
の
文
政
三
年
ま

で
に
集
積
し
た
抱
地
に
つ
い
て
「
自
分
名
寄
書
抜
作
人
帳
」
に
依
つ
て
、
各
耕
地
の
取

第五表畝当り取納量
分布表

［—-一覧 I筆数1 面 積――
町反畝歩

6合 1I 3 9 
7 "I 1 I 6 s 
8 "I 1 I 5 7 
1311131 192, 

14,, I 2 I 3 2 6 
15”5 8 9 11 
58文 1 1 5 
16合 8 7 8 1 
17,, I 9 I 1 1 s 3 
1s,, I 13 I s 9 9 241 
19,, I 14 I 4 9 s 9 
20111 9 I 2 1 6 2 
2111 I 4 I 6 3 1 
22”41 2 8 6 
23ヽ， 1I 3 6 
26991 1 4 
か i1 

I i I 
1 2 

28”1 |1  7 1 

“°”2 3 5 
32111 3 I 2 
3511121 2 
36111 1 I 2 2 
200文 1 1 2 7 

312文 1l 8 

二
劣
を
占
め
て
い
る
事
が
判
る
。
こ
れ
ら
の
取
納
量
が
そ
れ
ぞ
れ
の
耕
地
の
全
生
産
量

次
の
記
事
は
、
野
田
家
に
於
て
取
納
し
た
小
作
料
が
如
何
な
る
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ

「
中
名
村
畑
粟
代
艮
上
納
次
第

畑

加

11何
反
何
畝

大
豆
何
斗
何
升

右
大
豆
二
四
を
入
候
得
ハ
糾
二
成
る
也

畑
高
何
斗
何
升

右
高
二
七
斗
一
升
四
合
代
を
掛
候
得
ハ
雑
穀
二
成
也

雑
穀
何
斗
何
升

右
二
五
を
掛
候
得
バ
納
大
豆
二
成
也

雑
穀
之
内
分
納
大
豆
を
引
候
得
ハ
残
納
粟
二
成
也

（
ネ
ナ
"
)

右
二
年
々
之
御
定
直
成
を
相
掛
也

納
粟
の
単
位
面
稽
当
り
数
撮
の
分
布
を
示
せ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

取
納
獄
の
決
定
は
、
各
耕
地
の
性
状
及
び
位
置
に
依
つ
て
区
々
で
あ
り
、

六
四

一
定
の
基



郷
士
所
有
地
に
於
る
小
作
関
係
に
つ
い
て

X
0
.
0
5
}
1
1
茜
漁
と
云
ふ
計
算
が
両
者
共
に
行
は
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
つ
て
納

．ヽ
．．
 
一

/
j
 

各
鼠
が
一
小
す
比
率
と
同
じ
で
あ
る
。
即
ち

（
至
誤
X
0
.
7
1
4
)

ー
｛
（
産
誤
X
0
.
7
1
4
)
 

計
は
約
四
町
で
あ
る
。

（
四
町
六
畝
一
歩
）

こ
の
面
柏
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
単
位
面

は
ヽ

一
畝
当
り
の
付
大
豆
址
は
一
升
七
合
ー
ニ
升
の
耕
地
が
圧
倒
的
に
多
い
。
延
畝
の
総

雑
穀
大
豆
党

役
米
'
,
/
j

儀
ハ
右
"lnJ

ニ
四
几
を
相
掛
保
巾

（
以
↑
朱
字
）

壱
反
大
豆
壱
斗
八
升

ト
間
ーニ閻

r

畑
閥
壱
斗
六
升
ふ
ハ
食
ハ
タ
し
オ

七
斗
一
升
四
合
代

壱
斗
壱
升
九
合

五
合
九
夕
五
オ

壱
十
壱
J
I
：
一
合
丘
夕

二
升
掛

h
合
』
」

右
の
納
粟
量
決
定
の
方
法
は
、
門
高
に
対
す
る
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。
叩
ち
、
寛
政

(

2

0

)

 

十
一
年
「
知
行
高
取
務
取
納
次
第
」
に
は

、
高
頭
三
拾
石
内
田
翡
人
拾
丘
れ

納
米
・
八
石
几
中
弐
升
五
合

i
，
旦
米
七
石
壱
斗
四
升

＞
赤
米
壱
石
じ
斗
八
Jt
丘
合

畑
5

回
四
．
か
JL1

納
雑
穀
三
い
四
斗
九
升
九
合

内
大
豆
壱
斗
ヒ
升
五
合

但
雑
穀
之
内
粟
三
石
三
斗
弐
升
四
合

（
中
略
）

右
者
定
代
之
賦
／
む
之
通
白
姓
力
相
納
訃
」
と
あ
る
。
右
の
「
知
行
高
取
務
取
納
次

第
」
は
、
高
―
―
―
拾
石
の
門
に
つ
い
て
、

も
の
で
あ
る
が
、

作
人
帳
」
か
ら
隙
出
し
た
の
が
次
表
で
あ
る
。

そ
の
上
納
規
模
と
取
納
の
方
法
手
績
を
出
し
た

引
用
文
中
の
畠
裔
及
び
納
雑
骰
、
大
豆
、
粟
の
各
量
が
示
す
比
率

「
中
名
村
畑
粟
代
艮
上
納
次
第
」
の
中
の
朱
字
部
分
の
粟
、
大
豆
、
及
び
畑
高
の

し
、
こ
れ
も
以
て
直
ち
に
生
塔
り
増
大
の
結
果
か
か
る
藩
の
某
準
贔
の
凌
知
を
な
し
得

た
畑
高
と
考
へ
て
よ
い
。

こ
れ
と
抱
地
名
寄
帳
中
の
藩
の
決
定
し
た
畑
高
と
を
比
較
す

れ
ば
、
野
田
家
の
取
納
粟
が
封
建
貞
祖
を
卜
廻
つ
て
居
た
か
否
か
を
知
る
事
が
出
来

（
犬
保
四
年
）
に
記
載
す
る
取
納
粟
を
総
計
す
れ

の
と
、
田
一
反
一
予
畝
の
取
納
米
壱
石
九
升
及
び
畑
粟
を
米
で
代
納
し
た
壱
石
壱
斗
五
升

」
ハ
合
を
除
き
、

(21) 

た
。
）
こ
の
納
粟
贔
か
ら
畑
，
3

団
を
逆
掠
す
れ
ば
、

銭
納
分
て
拾
し
貫
五

0
0文
は
粟
．
二
斗
11
銭
一
員
文
と
し
て
計
算
し

八
拾
仁
八
斗
余
と
な
る
。

ナ
オ
リ

「
自
分
名
寄
丼
抜
竹
人
帳
」
は
、
そ
の
表
紙
裏
に
「
交
政
一
二
年
辰
春
此
御
平
人
迄
之
名

寄
帳
無
残

lLt帳
江
召
入
置
訃
以
後
取
入
高
之
儀
者
別
冊
二
帳
面
有
」
と
あ
っ
て
作
人
帳

所
載
の
耕
地
（
抱
地
）
は
、
文
政
一
え
年
＇
「
抱
地
名
寮
帳
」
に
依
つ
て
、
藩
に
於
て
決
定

し
た
高
を
知
り
得
る
。
同
帳
の
籾
大
豆
総
叶
百
四
拾
七
俵
三
斗
一
升
一
二
合
か
ら
、
自
作

地
及
び
米
納
地
分
を
引
人
っ
た
高
は
、

三
拾
八
石
八
刀
余
で
あ
る
。
即
ち
、
台
帳
面
積

に
於
る
限
り
で
は
、
野
田
家
の
取
納
某
準
贔
は
藩
の
そ
れ
の
一
．
伯
以
上
で
あ
る
。
し
か

た
も
の
と
は
見
な
し
か
た
い
、
台
帳
面
積
と
実
際
面
積
と
は
し
ば
し
ば
相
違
す
る
場
合

が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
従
つ
て
藩
の
基
準
械
に
対
し
野
田
家
の
そ
れ
が
約
二
倍
と
云
ふ

数
字
は
、
台
帳
面
積
と
実
際
面
積
と
の
相
違
な
き
場
合
で
あ
っ
て
、
実
際
は
更
に
下
廻

る
も
の
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
文
政
三
年
「
抱
地
名
寄
帳
」
内
の
各
耕
地
を
付

大
豆
の
一
畝
当
り
の
敬
に
依
つ
て
分
類
し
、
そ
れ
に
対
す
る
延
畝
を
「
自
分
名
寄
害
抜

梢
当
り
の
付
大
豆
屎
を
乗
ず
れ
ば
大
豆
ヒ
石
一
．
i

斗
四
合
と
な
り
、
そ
の
高
ぱ
七
石
六
斗

ー
役
米

所
で
こ
の

ば
、
粟
五
拾
四
石
七
斗
二
升
五
合
を
得
る
。

る゚

一
自
分
名
寄
害
抜
作
人
帳
」

--・ 

J¥ 

后
但
、
作
人
帳
に
「
自
作
」
と
記
し
た
も

粟
州
か
ら
逆
箇
し
て
四
た
薮
字
11
畑
高
は
野
田
家
で
当
該
小
作
地
に
対
し
て
見
つ
も
っ



可
能
の
地
を
残
存
さ
せ
て
お
く
か
ら
で
あ
る
。
殊
に
壱
町
以
上
の
比
較
的
大
な
る
地
積

を
有
す
る
抱
地
に
は
、
附
属
の
原
野
も
亦
少
く
な
か
っ
た
と
思
は
れ
る
。
従
っ
て
前
記

四
町
余
の
延
畝
も
、
耕
地
附
属
の
山
林
原
野
を
漸
次
耕
地
化
し
た
結
果
と
考
え
ら
れ

る
。
す
で
に
文
政
―
―
一
年
「
抱
地
名
寄
帳
」
に
於
て
、
本
高
四
十
一
二
石
に
対
し
て
位
増
七

石
八
斗
八
升
余
、
延
畝
三
石
八
斗
九
升
余
を
記
録
し
て
居
り
、

入
さ
れ
て
い
る
か
ら
「
自
分
名
寄
潜
抜
作
人
帳
」
に
於
る
四
町
余
の
延
畝
は
、
文
政
＝
―

年
以
降
の
開
発
に
依
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
や
う
に
抱
地
に
は
（
抱
地
に
限
ら
ず
仕
明

地
に
は
一
般
的
に
）
未
墾
地
を
附
属
せ
し
め
、
耕
地
面
積
は
漸
次
増
大
す
る
可
能
性
を

有
す
る
。
取
納
粟
の
量
か
ら
得
た
野
田
家
の
畑
に
対
す
る
見
つ
も
り
は
藩
に
於
て
決
定

こ
れ
は
台
帳
面
積
と
実
際
面
積
と
の
差
即

ち
、
延
畝
分
を
含
め
た
も
の
で
あ
る
巾
を
考
慮
に
人
れ
る
と
き
は
幾
分
か
下
廻
る
も
の

し
た
高
の
二
倍
以
上
の
数
字
を
示
す
が
、

第六表 文政三年抱地名寄帖内延畝表

:A賢翌l筆数1 面 積 1左に対する延畝

1 町反ー畝歩i 町反畝渉
14合 5I 1 3 1 6 IC+) 2 9 1 

l511i3J121101(-) 72 
I 
］ 

16”i 3 6  7 10」(+) 2 8 2 

17,, ! 9 I 3 8 4 9 lc +) 4 9 1 
I 18か 9I 6 o s 26:C +) 1 7 7 2 
I 
1 

1911 I 2 I 1 7 9 IC+) 3 8 

20刈6I 1 8 0 16:(+) 3 8 3 
21”1 2 5 1'（＋) 1 3 20 

23”l 1 1 28  i(＋） 7 

25”! 1 1 3 |(＋） 9 
2899| 3 7  8 20:（＋) 1 6 1d 

郷
士
所
有
地
に
於
る
小
作
関
係
に
つ
い
て

そ
れ
は
全
部
持
高
に
編

時
に
は
山
林
を
附
属
さ
せ
開
墾

二
倍
で
あ
っ
て
、
各
耕
地
単
位
面
積
当
り
取
納
量
の
比
較
か
ら
得
た
数
字
と
差
異
を
生

ず
る
。
今
、
試
み
に
両
方
の
高
（
藩
の
決
定
高
と
野
田
家
の
そ
れ
）
か
ら
銭
納
部
分
を

除
き
さ
れ
ば
、
三
拾
四
石
五
升
と
六
拾
四
石
九
斗
で
あ
っ
て
、
野
田
家
の
決
定
高
は
、

藩
の
そ
れ
の
二
倍
に
達
し
な
い
。
銭
納
部
分
は
野
田
家
の
小
作
料
中
に
於
て
は
異
常
な

高
額
性
を
有
す
る
も
の
と
云
ひ
得
る
。
藩
の
決
定
高
に
対
し
野
田
家
の
そ
れ
が
二
倍
以

上
と
云
ふ
数
字
は
、
七
石
三
斗
四
合
の
延
畝
と
、
異
常
な
高
額
性
を
も
つ
所
の
銭
納
部

分
に
依
つ
て
も
た
さ
れ
た
も
の
で
あ
つ
て
、
半
数
以
上
の
耕
地
は
、
封
建
貢
祖
量
（
正

租
の
み
）
の
一
・
五
倍
l
-
•
三
倍
以
下
の
小
作
料
し
か
負
担
し
得
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
事
は
、
本
田
畑

(11
門
地
）
及
び
、
門
地
同
様
の
貢
祖
負
担
を
課
せ
ら
れ
る

所
の
永
作
地
に
於
る
小
作
関
係
成
立
の
可
能
性
を
甚
だ
小
な
ら
し
め
る
も
の
で
あ
る
。

前
引
の
「
知
行
高
取
務
所
納
次
第
」
の
畑
高
四
石
九
斗
に
対
す
る
貞
祖
負
担
は
約
八
割

（
七
九
•
五
党
）
に
達
す
る
。
今
、
畑
高
壱
石
に
対
す
る
貢
祖
負
担
と
地
主
取
分
を
抱

た
部
分
の
他
に
若
干
の
原
野
、

耕
地
と
し
て
の
存
在
形
態
か
ら

来
る
所
が
大
き
い
と
思
は
れ

八
合
余
で
あ
る
。
野
田
家
の
取
納
基
準
量
と
、
台
帳
に
於
る
藩
の
取
納
基
準
量
と
の
差

は
、
そ
の
内
に
台
帳
面
積
の
五
分
の
一
に
及
ぶ
延
畝
の
存
在
を
含
む
も
の
で
あ
る
事
を

れ
る
が
、

そ
れ
よ
り
も
抱
地
の

で
あ
る
。
以
上
は
文
政
三
年
「
抱
地
名
寄
帳
」
内
の
耕
地
を
全
体
と
し
て
見
た
場
合
で

あ
っ
て
、
個
々
の
耕
地
に
つ
い
て
見
れ
ば
藩
の
一
畝
当
り
の
付
大
豆
量
は
一
升
四
合

i

二
升
八
合
の
箱
囲
内
で
あ
り
、
野
田
家
の
一
畝
当
り
の
取
納
粟
量
は
六
合

l
九
升
四
合

(11
二
百
十
二
文
）
の
範
囲
内
で
あ
る
。
前
者
は
畝
当
り
一
升
七
合
ー
ニ
升
、
後
者
は

る
。
し
か
し
、
基
準
と
な
る
も
の
が
両
者
で
異
な
る
か
ら
粟
を
大
豆
に
換
算
す
れ
ば
、

第
五
表
の
畝
当
り
の
数
字
は
約
三
〇
％
づ
つ
多
く
な
る
。
従
っ
て
、
第
五
表
中
の
土
地

の
半
数
以
上
が
二
升
三
合

l
三
升
の
付
大
豆
を
附
さ
れ
た
事
に
な
る
訳
で
あ
る
。
付
大

豆
か
ら
納
粟
ま
で
の
計
算
法
は
藩
に
於
て
も
、
野
田
家
に
於
て
も
同
じ
で
あ
る
か
ら
、

野
田
家
の
小
作
地
は
高
請
地
に
於
る
正
祖
の
一
•
三
倍
ー

担
す
る
も
の
が
大
部
分
で
あ
っ
た
と
云
ふ
事
に
な
る
。
然
る
に
取
納
粟
総
量
か
ら
逆
推

し
た
取
納
基
準
量
で
あ
る
野
田
家
の
小
作
地
に
対
す
る
高
の
見
積
り
は
藩
の
そ
れ
の
約

る。

一
般
に
抱
地
は
耕
地
化
し

•
五
倍
に
当
る
小
作
料
を
負

ふ
事
情
も
そ
の
―
つ
に
考
え
ら

存
在
す
る
理
由
に
つ
い
て
は
、

ナ
オ
リ

匝
御
竿
入
の
際
の
付
落
し
と
云

一
升
七
合
ー
ニ
升
二
合
の
地
が
最
も
多
く
、
半
数
以
上
は
こ
の
部
分
に
集
中
し
て
い

な
い
。
こ
の
や
う
な
、
延
畝
の

考
慮
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

:
‘
V
、

↓ノ
1
/



郷
士
所
有
地
に
於
る
小
作
関
係
に
つ
い
て

る
が
、
仕
明
と
植
林
と
を
交
互
に
行
ふ
旧
慣
が
あ
り
、

も
の
で
あ
る
。

支
配
地
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
か
ら
小
作
地
が
ど
の
種

目
の
土
地
で
あ
る
か
に
依
つ
て
野
田
家
に
対
す
る
経
済
的
比
屯
が
異
つ
て
来
る
。
小
作

地
中
で
質
的
に
も
最
的
に
も
最
も
大
き
な
比
重
を
占
め
る
の
は
抱
地
で
あ
る
。

知
行
権
移
転
の
完
了
し
た
所
の
持
高
を
構
成
し
て
い
る
抱
地
）
永
作
地
、
大
山
野
地
其

他
は
質
地
で
あ
る
か
ら
、
其
性
質
上
量
的
に
不
安
定
で
あ
る
。
経
済
的
な
意
味
で
は
、

永
作
地
は
小
作
地
と
し
て
の
質
は
極
め
て
劣
悪
で
あ
る
。
又
大
山
野
地
に
対
す
る
貞
租

は
「
地
方
検
者
及
び
郷
士
年
寄
、
郡
見
廻
、
庄
屋
、
在
役
が
立
会
ひ
、
軽
き
に
見
掛
し
十

（竺

分
の
二
上
納
」
で
あ
る
か
ら
貞
祖
負
担
は
極
め
て
軽
い
と
云
え
る
が
、
耕
地
と
し
て
は

限
り
、
ま
た
現
高
を
疎
略
に
せ
ざ
る
様
注
意
し
て
奨
励
す
る
方
針
で
あ
っ
た
と
思
は
れ

仕
明
後
四
•
五
年
作
職
し
地

「
大
山
野
仕
明
は
現
高
に
支
障
な
き

六
七

こ
の
や
う
な
野
田
家

(11
郷
士
）
の
土
地
所
有
は
、
或
意
味
で
は
封
建
的
領
主
権
に

周
辺
的
領
域
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
と
云
へ
る
。

最
劣
悪
地
と
な
る
可
能
性
が
最
も
多
い
。
即
ち
、

一
般
農
民
を
作
人
と
す
る
場
合
は
、

（
特
に

第七表 地種別地主取分比較表

l 
取納総量

封建貢租

地主取分

支
配
地
に
分
た
れ
る
。
同
家
の
小
作
地
は
持
高
及
び
万

以
上
野
田
家
の
小
作
関
係
に
於
る
作
人
構
成
と
小
作
料
に
つ
い
て
考
察
を
加
へ
た

が
、
前
者
に
於
る
変
化
は
、
同
家
の
下
人
構
成
に
現
れ
た
変
化
と
考
へ
合
せ
て
一
般
農

民
に
対
す
る
藩
の
統
制
が
極
め
て
強
力
で
あ
っ
た
事
及
び
、
嘉
永
年
代
に
至
っ
て
は
、

小
作
関
係
の
存
続
が
、
特
殊
的
存
在
で
あ
る
と
こ
ろ
の
笠
野
原
朝
鮮
人
に
強
く
依
存
し

て
い
た
事
を
示
し
て
い
る
。
後
者
に
つ
い
て
知
り
得
た
所
は
、
抱
地
所
有
と
云
ふ
封
建

劣
さ
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
諸
条
件
は
、

的
特
権
を
前
提
と
し
て
始
め
て
地
主
取
分
を
成
立
せ
し
め
得
た
薩
藩
農
業
生
産
力
の
低

一
般
農
民
層
内
部
に
地
主
小
作
関
係
を
成
立
さ

せ
る
可
能
性
が
殆
ん
ど
存
在
し
な
か
っ
た
事
と
、

郷
士
地
主
制
の
展
開
も
必
ず
し
も
容
易
で
な
か
っ
た
事
を
示
し
て
い
る
。
門
地

(11
本

田
畑
）
及
び
農
民
を
封
建
的
諸
制
限
、
統
制
の
加
へ
ら
れ
る
中
心
的
領
域
と
す
る
な
ら

ば
、
野
田
家
に
於
て
成
立
し
た
地
主
小
作
関
係
は
封
建
的
諸
制
限
統
制
の
比
較
的
弱
い

る
所
有
権
の
側
面
か
ら
見
れ
ば
、
持
高
（
抱
地
）
と
万

23 

698 

地
、
永
作
地
、
大
山
野
其
他
に
分
た
れ
、
土
地
に
対
す

結

び

野
田
家
の
土
地
は
、

種
目
別
に
は
抱

I
l
|
 一升

7

3

4

A
斗

0

2

8

石
1

ー

ー

合

8

8

-

升

2

2

B
.
 斗
9

1
8
 

性
は
、

と
し
て
の
性
質
に
甲
乙
は
あ
り
得
な
い
。
抱
地
の
優
越

そ
の
小
作
料
は
封
建
的
特
権
（
抱
地
は
武
士

地
共
に
発
生
的
に
見
れ
ば
、
仕
明
地
で
あ
る
か
ら
耕
地

合
1

1

升

7

7

B
斗

0

8

2

一石
1

の
優
越
性
は
一
目
し
て
明
ら
か
で
あ
る
。
抱
地
、
永
作

門
地
及
び
永
作
地
に
対
す
る
抱
地
の
小
作
地
と
し
て

地
（
表
中
の

A
)
と
、
門
地
及
び
永
作
地

(
B
)
に
つ
い
て
表
示
す
れ
ば
次
表
の
如
く

（
表
中
の

I
欄
は
一
畝
当
り
取
納
粟
一
升
三
合
の
場
合
、

Il
欄
は
同
じ
く
一

升
五
合
の
場
合
を
示
す
。
）

高
一
石
に
つ
い
て
米
九
升
二
合
の
軽
い
負
担

(22) 

（
武
士
階
級
の
封
建
的
特
権
）
に
依
つ
て
の
み
生
じ
た

地
、
大
山
野
地
共
に
小
作
地
と
し
て
の
条
件
に
大
き
な
制
限
が
附
せ
ら
れ
て
い
る
か

ら
、
単
独
で
は
小
作
関
係
を
成
立
せ
し
め
得
な
い
。
抱
地
と
の
併
存
に
於
て
始
め
て
小

作
関
係
を
成
立
さ
せ
得
る
の
で
あ
る
。
野
田
家
に
於
る
小
作
関
係
は
、

か
ら
見
れ
ば
、
封
建
的
統
制
の
弱
い
（
抱
地
、
永
作
地
、
大
山
野
地
い
ず
れ
も
売
買
は

可
能
で
あ
る
。
）

で
あ
っ
た
と
云
ひ
得
る
。

で
あ
る
。

そ
の
土
地
の
面

領
域
に
於
て
成
立
し
、

(25) 

階
級
の
み
が
所
有
し
得
る
。
）
を
前
提
と
し
て
始
め
て
地
主
取
分
を
成
立
さ
せ
る
も
の

こ
れ
は
、

一
般
的
に
は
切
替
畑
と
称
す
る
最
劣
悪
地
で
あ
る
。
永
作

味
衰
微
す
れ
ば
之
を
放
棄
し
て
植
林
し
十
七
・
八
年
後
に
伐
採
し
再
び
仕
明
す
る
を
有

(

2

4

)

 

利
」
と
し
た
。



対
抗
的
な
面
を
有
す
る
と
こ
ろ
の
寄
生
地
主
的
土
地
所
有
と
は
相
異
る
も
の
で
あ
る
。

郷
士
地
主
的
土
地
所
有
の
法
的
基
礎
が
、
封
建
家
臣
と
し
て
の
知
行
権
に
あ
り
、
知
行

権
を
封
建
領
主
権
の
分
散
化
と
見
る
と
き
、
郷
士
地
主
的
土
地
所
有
は
領
主
権
の
分
散

化
に
依
る
封
建
支
配
者
の
土
地
所
有
と
見
る
事
が
出
来
る
。

菜
種
子
作
、
肥
料

(11
骨
粉
）
史
に
笠
野
原
鮮
人
の
如
き
特
殊
的
労
切
力
の
存
在
し

な
い
他
の
地
域
に
於
る
小
作
関
係
の
推
移
等
残
さ
れ
た
問
題
に
つ
い
て
は
改
め
て
の
機

旧
鹿
児
島
県
史
第
二
巻
ニ
ト
五
頁

②
宮
本
又
次
編
「
九
州
経
済
史
叫
究
」
所
収
「
薩
湛
郷
士
生
活
の
経
済
的
基
即
」

雄
）
―
ニ
ニ
ー
ニ
―
六
頁

③
拙
稿
「
郷
士
地
主
の
下
に
於
る
小
作
料
の
性
格
」
（
九
州
史
学
第
四
号
三
八

I-=-JL頁）

中
鹿
児
島
県
史
第
二
巻
八
ニ
ー
八
四
頁

5

抱
此
は
「
土
族
が
藩
の
許
可
を
得
て
自
費
仕
明
し
た
私
有
氾
で
、
租
米
は
九
升
二
合
、
郷
士

の
高
上
り
資
格
に
よ
っ
て
、
そ
の
所
有
而
栢
に
制
限
の
あ
る
土
地
で
あ
り
且
つ
士
族
身
分
の
者

に
限
り
許
さ
れ
る
」
（
原
口
氏
前
掲
稿
ニ
ニ
＿
―
-
頁
）

⑥
鹿
児
島
眼
立
図
書
館
蔵
「
寛
政
拾
壱
年
正
月
改
知
汀
高
免
1

几
販
」
中
の
域
下
上
篠
腹
苫
聞
の

知
行
高
は
抱
段
高
一
石
一
斗
余
を
含
ん
で
い
る
。

⑦
「
抱
地
或
者
永
作
地
等
之
儀
（
享
保
七
年
1
十
二
年
の
内
検
）
大
御
支
配
之
時
分
迄
ハ
誠
二

カ
ナ
；
‘

緩
計
二
快
処
近
年
過
分
二
相
重
」
「
依
郷
二
者
昂
草
か
し
き
之
場
所
も
塞
」
る
程
で
あ
っ
た
。

（
日
本
農
民
史
料
衆
粋
第
几
巻
「
諸
郷
栄
労
調
」
）

181

卯
展
郷
に
於
る
野
田
一
族
は
一
―
一
系
統
に
分
れ
る
が
、
本
稿
の
対
象
で
あ
る
野
田
家
は
野
田
勘

右
術
門
の
三
男
、
三
わ
衛
門
に
登
す
る
。
彼
は
「
卓
保
六
年
嬢

f
三
太
郎
召
列
無
高
紐
屋
散
二

（ぺ

I
ク
チ
）

11．
す
家

而
別
立
衆
並
之
御
奉
公
相
勤
」
た
。
（
野
田
家
系
図
）

ゆ
三
右
衛
門
別
立
以
降
の
野
田
家
の
当
主
が
歴
任
し
た
役
職
及
び
持
高
は
次
表
の
如
く
で
あ

る
0

（
野
田
家
系
図
に
依
る
）
下
図
は
同
家
所
有
地
の
構
成
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

⑩
野
田
家
文
書
「
永
代
高
並
取
入
高
取
調
帖
」
（
嘉
永
元
年
）

⑪
永
作
詑
は
「
士
族
、
百
姓
そ
の
他
一
般
に
作
人
が
大
山
野
、
古
荒
此
等
を
自
費
仕
明
し
て
門

地
同
椋
の
租
納
を
す
る
永
代
作
職
の
蔵
入
地
」
で
あ
る
（
原
口
氏
削
掲
稿
）

会
を
ま
ち
た
い
。

郷
士
所
有
地
に
於
る
小
作
関
係
に
つ
，
之
し

（康

n虎

持

高

主

系

図

記

事

及

び

役

職

一

，
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郷
士
所
有
地
に
於
る
小
作
関
係
に
つ
い
て

⑫
大
山
野
は
「
原
野
、
藪
地
で
或
は
附
近
の
田
地
用
水
堤
防
普
請
用
材
料
等
を
採
り
、
或
は
一

定
の
制
限
を
附
し
て
百
姓
に
入
会
を
許
し
、
抹
料
等
を
採
り
、
又
は
肥
料
用
下
草
を
採
取
せ
し

め
（
中
略
）
仕
明
と
植
林
を
交
互
に
行
ふ
旧
慣
]
が
あ
っ
た
。
（
鹿
児
島
県
史
第
二
巻
―
＿
ニ
ニ

頁）
⑬
笠
野
原
朝
鮮
人
に
つ
い
て
は
「
三
国
名
所
図
絵
」
巻
四
十
七
（
天
保
十
四
年
撰
）
に
「
笠
野

原
（
中
略
）
此
地
に
朝
鮮
帰
化
の
民
居
住
の
所
あ
り
初
め
伊
集
尻
苗
代
川
の
朝
鮮
人
二
十
余
戸

を
分
ち
、
此
地
に
街
巷
を
開
き
毛
批
を
画
し
妥
に
居
ら
し
む
、
実
に
宝
永
の
切
年
な
り
。
そ
れ

よ
り
し
て
歳
に
繁
り
月
に
昌
へ
て
今
八
十
余
戸
の
戸
数
に
及
ぺ
り
衣
服
一
塁
ぃ
苗
代
川
の
俗
に
巽

る
こ
と
な
し
、
常
に
耕
作
を
業
と
す
。
寛
政
初
年
よ
り
始
め
て
陶
器
を
造
る
事
を
な
せ
り
。
」

と
あ
る
。
即
ち
天
保
末
年
の
戸
数
は
八
十
余
戸
で
あ
る
。

（
イ
プ
）

⑭
百
姓
の
十
五
オ
ー
六

0
オ
の
健
康
な
男
チ
を
用
夫
（
要
夫
と
も
云
う
）
と
呼
ぷ
。
夫
役
負

担
、
人
別
銀
等
の
賦
課
単
位
で
あ
る
。

旧
大
西
郷
全
集
第
一
巻
一

0
三
貞
鹿
児
島
県
史
第
二
巻
三

0
一
頁

⑯
「
薩
藩
天
保
度
以
降
財
政
改
革
頴
末
報
告
青
」
（
近
世
社
会
経
済
務
書
第
四
巻
所
牧
）

⑰
野
田
家
文
書
「
万
支
配
地
名
寄
帳
」

⑱

Jll
辺
村
郷
土
誌
（
鹿
児
島
県
Jll
辺
郡
川
辺
町
）
一
九
七
頁

⑲
各
形
態
小
作
料
百
分
比
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

一

ー

涸

＿

陰

一

渋

i
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2
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 6
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i

3

井

⑳
鹿
児
島
県
志
布
志
町
肝
付
家
文
書

闘
野
田
家
文
書
各
年
度
取
納
帳

四

註

固

参

照

閲
鹿
児
島
県
史
第
二
巻
一
—
ニ
ニ
頁

閥
鹿
児
島
県
史
第
二
巻
一
＿
ニ
ニ
頁

四

註

固

参

照

六
九




